
 

 

 

 

 

 
 

 
 

～１００点と０点～ 
  

 「100点と0点と、どちらがいいでしょうか？」と、終業式で子どもたちに問いかけてみました。これ

はもうほとんど全員が「100点です！」と答えました。確かに、「学校の勉強」についてはそう言えるかも

しれません。ですが、「人と人とが仲良く、楽しく暮らす」という点から考えてみると、「0点のほうがいい

ことがある。」ようです。次のような話を終業式で紹介しました。 
  
 「善人ばかりの家庭は争いが絶えぬ」という言葉があります。善い人ばかりが集まっている家庭ですから、

さぞかし仲良くて楽しそうな家庭だろうと思ってしまいます。しかし、実際は善人ばかりが集まると喧嘩が

絶えないというのです。（ここでいう「善人」とは、「自分は正しい。」「自分は100点だ。」と思っている人

のことです。） 

 太郎君の家と、隣のBさんの家は買いしぃんんお父さんとお母さん、そしておばあさんと、小学生の子ど

もの四人家族で住んでいます。よく似た隣同士ですが、太郎君の家族はみんな「自分はダメ人間だなー、点

数でいうと0点だナー。」と思っているのです。Bさんの家の人たちはみんな「自分はしっかり者だ。点数

でいうと100点の人間だ。」と思っているという違いがあります。 

 今日も太郎君のお父さんは会社から帰ってきました。「ただいま」といって玄関に上がった拍子に、そこ

に置いてあった湯飲み茶碗につまずいたのです。ガチャン。湯飲みは割れてしまいました。「アッ、しまっ

た。よく見て上がればよかった。」と頭をかいているところへお母さんが来て、「ごめんなさい。私がすぐに

片付けておけばよかったのに。」と謝りました。太郎君も跳んで出てきて、「お父さん。けがはなかった？僕

が片づけを手伝っておけばよかったのに。」と心配しました。奥から出てきたおばあさんも「私が片付けて

おけばよかったものを。ゴメンナサイね。」と、みんな自分が悪かったと思って謝りあいました。 

 Bさんも会社から帰って来ました。玄関には同じように湯飲み茶碗があったのです。Bさんもうっかり足

にひっかけてガチャン！と割ってしまいました。「だれだ、こんなところに湯飲みを置いといたのは！」と

どなっています。奥さんは「よく見て上がればいいでしょ」と言い返しました。おばあさんは「ボヤボヤし

ているからだよ。高い湯のみだったのに。」と皮肉をいいました。 

 同じ事件が起こったのに、太郎君の家ではケガのなかったこと

を喜んでニコニコと夕飯を食べました。一方、Bさんの家の夕飯

はまずいものになりました。自分が100点と思っていると、自

分以外の人が悪いように思えるのです。 
 

 日々の学校生活もBさんの家のような雰囲気になることがあります。何か注意されると「私だけではあり

ません。」「あの子が先にやりました…。」（→「だから自分は悪くない。」「自分は真似ただけ。だから悪いの

はあの子。」と、目が訴えてくる…。）。普段から「0点かもしれない自分」を意識させたいものです。長い

夏休み。子どもたちの生活のベースは家庭になります。ご家庭でも「100点と0点」を子どもたちに意識

させてみませんか。 

 皆様のおかげで「安全な1学期」を終えることが出来ました。ありがとうございました。事故も、けがも、

病気もない夏休みになりますようご配慮をお願いします。      （文責：校長：目黒栄一） 
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